















































に{設でしていた (p く0.01)α 向機に上総ニ頚筋の9bRMS 
もinitialによとぺ inJlcctional. finalで有意に低下してい
た (p {O.Ol)o上続三頚筋の%RMSに、宥意な変化は見ら
れなかヮたが，徐々に場加する傾向がみられた。これらの
結果ilJ 習熟により主勤務・踏銃筋の役樹や笈l1ik疫が変化
したためと考えられるcまu作切ち換え前後での加速度波形
の変化をみると， initialではこ:)情的:の波形パタ…ンを示
していたが， finalでは臼様波形に沿った滑らかな員長殺を
示レごいたc これらのことから，動作をより円滑に切り換
えられるようになったと判断することができ，筋生理的・
力学的パラメータの組立の変化や熊わりによってfIH脅性を
終えちれる可IJき設が涼されたυ
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